
骨髄幹細胞は、臓器再生の前駆細胞としての役割があると同時に、高血糖などで骨髄幹
細胞に異常が生じた場合、全身に広がり糖尿病に合併する臓器障害の原因になる事が最
近の研究で明らかになった。種々の原因で起こる臓器変性をStem Cell Diseaseとして捉え
た研究は世界最初で、骨髄幹細胞研究はあらゆる臓器の再生や変性疾患の治療戦略に
結びつくと考えられる。

再生医療や変性疾患の治療に大きな可能性を秘めた骨髄幹細胞
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骨髄細胞に秘められた多くの可能性
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糖尿病マウスでは、骨髄細胞が後根神経節の神経細胞と細胞融合し、
融合細胞はアポトーシスに陥る。（Proc Natl Acad Sci USA 102, 
12525, 2005）

糖尿病マウスで、骨髄細胞と
肝細胞が細胞融合し、融合細
胞はTNFαを産生して組織障害
に導く。(Proc Natl Acad Sci 

USA 104, 4030, 2007）

糖尿病性肝細胞障害の原因
となる骨髄由来細胞

糖尿病性末梢神経障害の原因となる骨髄由来細胞
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